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description のみならず prescription もあること、また、この研究をライフワークにする覚悟
を持っていることを評価した。停滞している社会とは何かをおさえることが大事である、
と論文の社会的・文化的意味にも着目した。 
ツベタナ・クリステワ教授は、論文が改善されたという他の審査員による評価を支持し、
さらに、観客参加論考察において和歌の「よみ人」に遡る「受容者の参加」という日本の
伝統的な文化の特徴を取り上げたことを高く評価した。一方、いまだ不十分である点を指
摘して、できるだけ改善してみることを進めた。なかでも、最も重要に思われるのは、「笑
い」の文化の比較的分析をそれぞれの文化や時代の価値観と関連づけることである。ラブ
レーやシェイクスピアなどの作品に見るように、西洋文化において「道化」が普及したの
はルネサンス時代であり、王などの権力者には不完全であることについて教える役を果た
していた。それに対して、前近代の日本文化においては、完璧なヒーローが一人もなく、
中間領域が重んじられてきたので、社会の土台を揺るがすような哄笑ではなく、「クスクス
笑い」が形成した。また、太宰治や井上ひさしなどについても具体的なコメントをして、
さらに、注釈の付け方を統一させ、注釈のなかで本論において取り上げなかったこと、異
なる解釈がありうることなどについて示すことによって、議論を多層化し、さらなる深み
をめざす、ということを進めた。 
 
以上、様々な問題点や改善ポイントが挙げられたが、審査委員会は志村岳彦氏の研究が
博士論文として高いレベルのものに達しており、「道化」の研究に大きく貢献するものであ
るという結論に達した。 
審査委員会は、２０１４年１月２１日１３時１５分から１５時１５分まで、国際基督教
大学教育研究棟２５７号室で最終口述試問を実施し、それが一般公開となっていたので、
他の大学院生も出席した。引き続き審査委員が最終判定を行った。その結果、委員全員の
一致を得て、本論文が博士の学位を授与するに値するものと認めた。 
